１．今の自分について考えてみましょう

２．なりたい自分に近づくためにがんばりたいことを考えましょう
	(1)学習や授業でがんばること


	そのためにすること


	(2)学校生活や行事でがんばること

	

	(3)家や地域でがんばること
（家庭学習・お手伝い・部活・習い事・地いきの取り組み）

	

	(4)こんな５年生になりたい、そのために自分がすること


	(5)高学年としてがんばること（学校行事・クラブ活動・児童会活動・登下校など）




　　
自分の夢を書けない子もいます。自分の好きなことや得意なことから職業の裾野を広げてあげるような働きかけも有効です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　例えば「サッカーが好き」


・サッカーの選手　　　　　　・サッカーのシューズを作る人


・サッカーの雑誌を作る人　・サッカーのユニフォームを作る人





自己肯定感を高める項目。高学年になると書きづらさが出てきますが、人と比べずに自分になりに思うことを書かせます。これまでに書いたページを参考にしてもよい。


書けない児童には、担任や友達が思うよいところなどを伝えるなどの支援をします。





新しい学年への前向きな気持ちで書けるよう支援します。４年生で記入したページを参考にしながら、自分の成長を感じ、さらに力を伸ばしていこうという意欲につなげます。振り返りから見通しをもつ流れを大切にします。
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名前





５年生　新しい学年が始まりました





（写真・似顔絵）











自分の良いところ








好きなこと・今�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むちゅう),夢中)�になっていること








将来の夢や目標





保護者からのコメントを得ることが難しい場合、保護者以外の方からのコメントをもらうなどの配慮が必要です。また、このシートを家庭訪問等で活用し、コメントの内容を考えてもらうことができます。





児童が記入したことに寄り添ったコメントが自己肯定感を高めることにつながります。保護者には、コメントを記入してもらうことの意義を説明します。





・１年間でどんな自分になりたいかをイメージさせ、そのための具体的な行動目標を意思決定させます。


・定期的に自分が決めた目標を朝の会などで振り返ります。途中で目標が変わる児童もいるので、その都度、追加していきます。





先生から





家の人などから








